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幼児期から学童期における子どもの食生活に関する研究
一箸の持ち方指導を通してー
赤崎虞弓※ l ・元自 美智子※ 2 ・松野絵理※ 2 ・仁部 直美※ 3
虎谷香※ 3 ・小旗有里子※ 3 ・石橋潤子来4
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~ I晶.I 目 且.l1L -家でも取り組みたい






















































料 1， 2) することが，子どもたちにとって正しい箸の持ち方を理解しやすいと
いうことがわかった。















今回の指導では，手順(資料 6， 7， 8) を示し，上と下の箸ーを別々に練習す
る手立てをとった。





































































(※質料『韓国での食事マナー www.lifeinkorca.com/Food/f-man nersj .cfmより)
3 )成果と 課題
忌初に養護教諭が『皆さん，箸は正しく持てますか. Jと尋ねた際ちゃん


























O 睡眠時間 日本 7時間半 フランス 10時間
( 2 )西門先生の話について


















































































1 日時平成 22年 12月 9日(木) 第 4校時
2 場所 1年 1組教室










































































4 箸を正しく持つ 学習材 2 0 箸を正しく持つ理由を伝

























































































































O 本時で学習したことを， 1/ 
これからの食事(給食)の時
聞で取り組んでいくことが
意識できるようにする。 I 5 
※給食時間，箸の持ち方を
見て回り，正しく持つこ
とができる子には名人
シーノレを配る。
箸の正しい持ち方を知り，正しく持って使おうと意欲をもつことができたか。
一179ー
